
活動名 
七宝焼き 

 
銅板にゆう薬と呼ばれる色のついたガラスの粉を乗せてデザインし、

高温の電気炉で焼いてキーホルダーなどの作品にします。 

活動のねらい 
創作活動を通して、それぞれがもつ個性を生かし、創意工夫をしよう

とする意欲を育てます。また、自分で考え行動する自主性も育みます。 

育つ力、身につく力 デザインを考える想像力、表現力 

活動条件 

実施場所 クラフト館、研修室 集合場所 クラフト館、研修室 

所要時間 90 分程度 人 数 ４０人程度 

開始可能時間 ①9:00 ②10:30 ③13:30 対 象 小学生以上 

実施時期 通年 その他  

職員による指導の内容 
実施時に職員が下記の内容を説明（職員 1 人につき 3,000 円） 
準備・作り方の指導・後片付けの方法のレクチャー・安全指導 

引率者の役割 作成補助、炉焼き補助、個別指導、緊急時対応 

準備するもの 

交流の家で用意するもの 購入していただくもの 

ゆう薬セット（ゆう薬、裏引きゆう薬、

小皿、つまようじ、割りばし、台紙、洗

浄瓶、トイレットペーパー、金やすり、

金網、接着剤、紙やすり）、火ばさみ、

洗面器、皮手袋、電気炉、新聞紙、雑巾 

【七宝焼セット】 
キーホルダー：750 円 
ストラップ（丸型、ハート形）：700 円 

団体で用意するもの 

なし 

活動の流れ 

 

活動項目 所要時間 活動内容（例） 

事前説明 

準備 
１０分～ 

□作業の手順、注意点、事前準備について説明する。 
□【事前準備】 
・使用するテーブルに新聞紙を敷く。 

 ・洗面器に水を半分くらい入れておく。 
□電気炉のダイヤルを「焼成」に合わせて温めておく。（交
流の家職員が行う） 

銅板裏面の 

裏引き作業 
１５分～ 

□裏引きゆう薬を小皿に取り水で溶く。（わさびくらいの固さ。） 

□裏引きゆう薬を銅板の裏に乗せ、銅板が見えなくなるまで
均等に薄く伸ばす（厚さ１ｍｍ程度）。 

表面に好きな 

色のゆう薬を 

乗せる 

２０分～ 

□使用する色つきゆう薬を小皿に取り水で溶く。 
□色つきゆう薬を銅板の表面に乗せデザインしていく。銅板
が見えなくなるまで色を置き、均等になるよう薄く乗せる
（厚さ１ｍｍ程度）。 

電気炉で焼く ２０分～ 

□デザインした銅板表面が上になるように、金網の上に静か
に乗せ、電気炉に入れる。 

※電気炉は非常に熱いため（８００℃）、火ばさみと革手袋を
着用し、職員または引率者の監督の下で行う。 

□１分程たつと、ゆう薬が溶け始め、表面の凸凹がなくなっ
ていく。光沢が出てきたら素早く取り出して冷ます。 

キーホルダーの 

金具に貼り付け

完成 

１０分～ 

□よく冷ました後（10～15 分程度）、金網から銅板を外す。 
□キーホルダーの金具にはまるかどうか確認する。はまらな
い場合、溶けて銅板からはみ出した部分を金ヤスリで削る。 

□金具にはまったら、瞬間接着剤で金具と銅板を貼り付ける。 

後片付け １５分～ □使用した用具を洗う。床やテーブルの上も清掃する。 

注意事項 

○七宝焼のゆう薬はガラス質です。絶対目に入らないように注意して下さい。 
〇銅板に手の油がつくと、水をはじく場合があるので、できるだけ触らずに作業します。 
〇ゆう薬は混ざると使えなくなるので、混ざらないようにしてください。 
○すぐにカバンにつけて帰ると、いつの間にか外れている可能があります。接着剤が乾くまで、
大事に保管しましょう。 

〇混ざったゆう薬（桶に沈殿しているもの）は、乾かして「裏引き用ゆう薬」にしますので、 
 排水溝に流さないようにしてください。 



 


